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トヨタ記念病院から

地域の先生方へ

内科と外科の連携で早期介入を進めます
肝胆膵診療に関してお気軽にご相談ください

肝胆膵 特集

当院の消化器内科・消化器外科では、直腸がんや胃がんといっ

た消化管診療だけでなく、肝胆膵診療にも力を入れています。

消化器内科においては超音波内視鏡（EUS）の体制を拡充し、

膵嚢胞の評価とその後の治療へスムーズにつなぎます。消化器

外科では胆嚢摘出術を中心に、肝臓・膵臓領域でも腹腔鏡の導

入を進めています。肝がんに関しては外科においても2021年か

ら地域連携パスの運用を開始しました。今後も、地域の患者さ

まが住み慣れた場所で質の高い医療を受けられるよう努めてま

いります。

膵臓 ／超音波内視鏡検査の体制拡充 膵嚢胞は一度ご紹介ください
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当院におけるEUSの実績

EUS-FNA

EUS単独

膵腫瘍が疑われる場面では、CTやMRIは必須

ですが、これらの画像検査では指摘できな

いより小さな膵がんの発見に有用なのが超

音波内視鏡検査（EUS）です。EUSおよび超

音波内視鏡下穿刺吸引法（EUS-FNA）により

組織診断が可能です。

当院では従来からEUSおよびEUS-FNAを実施

してきましたが、2020年7月、胆膵診療にお

ける豊富な実績を持つ芳川医師が消化器内

科に加わったことにより、これらの検査を

さらにスムーズに実施できる体制が整いま

した。

健診などで膵嚢胞を指摘されるケースがし

ばしばあります。膵嚢胞を持つ人が膵がん

になるリスクは22.5倍との報告※もあること

から、膵嚢胞を認めた患者さまには定期的

な画像検査が必要です。健診要精査例や、

腹部エコーで異常を認めた場合などは、ぜ

ひご紹介ください。

※TadaM et al. Clin Gastroenterol Hepatol 2006;4:1265-70.



肝臓・胆嚢 ／腹腔鏡肝切除術を拡大 診断から治療までシームレスな医療

当院における腹腔鏡下肝切除術の実績
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当院における腹腔鏡下胆管・胆嚢手術の実績
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日ごろは病診連携にご協力いただき、
深く御礼を申し上げます。
微力ではございますが、
地域の皆さまのお役に立てるよう
努めてまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

肝胆膵領域の外科治療では、患者さまの

負担の少ない腹腔鏡手術を積極的に実施

しています。中でも肝切除術に関しては、

着実に実績を伸ばしています。

肝がんの原疾患としては、B型・C型肝炎

のほか、近年、非アルコール性脂肪肝炎

（NASH）から肝硬変を経て肝がんに至る

ケースが増えています。また大腸がんな

どの肝転移例も多く診療しています。

2021年から外科においても肝がん地域連

携パスを導入しました。まだ実績は少な

いものの、地域で支えていく体制を整え

てまいります。

胆嚢領域においても、腹腔鏡下胆管切開

胆石摘出術および胆嚢摘出術を多数実施

しています。胆管がんは部位によって手

術の難易度が異なり、大学病院へ紹介さ

せていただくこともあります。

肝胆膵を通じて、定期的に内科と外科の

合同カンファレンスを実施しているほか、

症例によって腫瘍内科や放射線治療の専

門医に積極的にコンサルトし、個々の症

例に合った最適な治療の提供を目指して

います。


